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沖
縄
に
は
御う

嶽た
き

を
拝
む
固
有
の
信
仰
が
あ

り
ま
す
。し
か
し
、そ
の
一
方
で
神
道
や
仏
教

な
ど
の
外
来
宗
教
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
伝
来
し
た
神
道
・
仏
教
は
、琉
球
固

有
の
信
仰
と
同
様
に
、霊
的
な
力
を
持
つ
も
の

と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
し
た
。例
え
ば
、

1
8
6
1
年
に
は
中
国
と
英
仏
が
衝
突
し
た

ア
ロ
ー
戦
争
な
ど
を
憂
い
、乱
の
平
定
を
祈
る

た
め
、円え

ん

覚か
く

寺じ

・園そ
の

比ひ

屋ゃ

武ん

御う

嶽た
き・末す
え

吉よ
し

宮ぐ
う

な
ど

を
尚し

ょ
う

泰た
い

王
が
役
人
を
率
い
て
参
詣
し
て
い
ま

す
。乱
の
平
定
を
願
う
た
め
、御
嶽
と
い
っ
た

沖
縄
固
有
の
信
仰
だ
け
で
な
く
、神
道
・
仏
教

の
力
も
借
り
る
べ
く
神
社
・
寺
院

を
参
詣
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

那
覇
士
族
の
福ふ

く

地ち

家
に
伝
わ
る
日

記
に
は
、1
8
6
3
年
に
家
族
の
年

忌
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
見
え
ま
す
。

こ
の
時
、禅
宗
の
僧
を
4
人
呼
ん
で
年
忌
を
行

う
一
方
で
、神
職
に
も
年
忌
の
祈
祷
を
頼
ん
で

お
り
、私
的
な
法
事
で
も
神
道
・
仏
教
が
採
り

入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、伝
来
し
た
神
道
と
仏
教
は
首

里・那
覇
を
中
心
に
広
く
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し

た
。現
在
の
沖
縄
で
は
、祭
神
や
宗
派
に
関
係

な
し
に
参
詣
に
行
っ
た
り
、冠
婚
葬
祭
を
頼

む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。あ
る
い
は
仏
壇
に

仏
像
や
本
尊
の
掛
け
軸
を
か
け
る
風
習
が

な
く
、神
道・仏
教
が
県
外
と
異
な
る
も
の

に
見
え
ま
す
。そ
れ
は
伝
来
し
た
神
道・仏

教
が
琉
球
固
有
の
信
仰
と
相
ま
っ
て
、信
仰

さ
れ
て
き
た
結
果
だ
と
言
え
ま
す
。

　
企
画
展
で
は
、那
覇
市
教
育
委
員
会
文

化
財
課
と
共
同
で
那
覇
の
神
社
・
寺
院
の

古
写
真
や
古
文
書
、出
土
品
を
展
示
し
ま

す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、先
人
が
信
仰
し
た

外
来
宗
教
の
歴
史
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

期 

12
月
26
日（
水
）ま
で

費 

入
館
料
　
一
般
3
0
0
円

12月期の国宝尚家衣裳特別展示「植物文様が描かれた衣裳」（12/7～12/26）開催！（那覇市歴史博物館☎869-5266）

開館時間10時～18時（入館は17時半まで）　月曜休館
※ただし、月曜が祝日の場合は開館　☎862-3761 862-3762

開館時間10時～19時　木曜休館　☎869-5266

博 館物 t op i c s

75

那覇市立壺屋焼物博物館イベント情報
鶴寿亀齢萬々年～喜久山朝重所蔵資料展～
　喜久山朝重氏（故人）は、1953年から那覇市議会議員を8期
つとめられ、樋川地域の代表として開南通りの発展や、真和志
市との合併の推進などに尽力されました。また、戦後まもない
頃から壺屋の陶工を支援し、壺屋焼の復興に貢献された方で
もあります。一方で沖縄書道界の巨匠・謝花雲石氏とも親交が
あり、客人として彼から書を習ったという経歴もお持ちです。
その喜久山氏が生前に集められた資料を、このたび展示・公開
いたします。戦後初期の特徴的な壺屋焼や謝花雲石氏の書な
ど、貴重な資料をぜひご覧ください。（共催：那覇市歴史博物館）
日 11月23日（金）～12月24日（月）
場 ３階　企画展示室　費 無料

学芸員と展示を見よう～常設展ギャラリートーク～
日 12月16日（日）　　午前10時から1時間程度
費 常設展の観覧料が必要です（市内の小・中・高校生は無料）
申 不要。当日、博物館1階受付前に集合して下さい。

10
月
25
日（
木
）、「
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
定
書
調
印
式
」が
行
わ

れ
、新
た
に
山
城
開
発（
株
）、（
株
）ヒ
ガ
ロ
プ
ラ
ン
テ
ク
ノ
、（
株
）ソ
ル

テ
ッ
ク
、（
株
）野
原
建
設
、（
有
）沖
設
エン
ジ
ニ
ア
の
5
社
と
協
定
を
結

び
ま
し
た
。

公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、企
業
の
み
な
さ
ん
が
公
園
の
清
掃
な
ど
を

行
い
な
が
ら
、地
域
活
性
化
を
図
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
株
）ソ
ル
テ
ッ
ク
の
福
田
利
夫
代
表
取
締
役
は
、「
今
後
も
街
の
た

め
、自
分
達
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

美しい都市景観を
守りたい！

～那覇市公園ボランティア協定書調印式～

　
11
月
3
日
（
土
）、
古
都
首
里
で
琉
球
王
朝
祭
り
首
里
「
古
式

行
列
」
が
行
わ
れ
、
沿
道
は
王
朝
絵
巻
の
再
現
を
見
よ
う
と
詰
め

掛
け
た
観
衆
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
古
式
行
列
」
は
、
琉
球
王
国
時
代
に
国
の
安
泰
と
豊
作

を
祈
願
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
「
国
王
御
三
ヶ
寺
参
詣
行
列
」
を

再
現
し
た
も
の
で
す
。
古
式
行
列
に
続
き
、
首
里
地
域
の
各
町
の

旗
頭
や
獅
子
舞
演
舞
な
ど
も
行
わ
れ
、
爆
竹
や
威
勢
の
い
い
掛
け

声
が
響
き
わ
た
り
、
古
都
首
里
は
祭
り
一
色
に
染
ま
り
ま
し
た
。

王朝時代へタイムスリップ
～琉球王朝祭り首里「古式行列」～

那
覇
市
歴
史
博
物
館・那
覇
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課 

共
同
企
画
展

那
覇
の
神
社
・
寺
院
　
〜
先
祖
が
拝
ん
だ
神
・
仏
〜
②

信
仰
さ
れ
た
外
来
宗
教

▲戦前の
　円覚寺三門

▲戦後初期、米軍向けにお土産
品として作られた壺屋焼

▲戦前の末吉宮

▲出土した天界寺の本堂基壇


